
 いじめ・不登校・虐待 等への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 予想される内容   

 

 

 

 

 

 

 いじめ・不登校等を防ぐための方策  

   ・保護者による連絡 

   ・表情や行動の変化 

   ・悩みアンケートから 

  ・仲間はずれ 

  ・学業不振 

   ・不登校傾向 

   ・児童虐待 

○ 相手を思いやる学級経営 

 ・ 友達のよさを認め、賞賛する関係づくり 

 ・ 「いじめは人間として絶対に許されない」雰囲気作り 

 ・ 学級活動、道徳の時間におけるいじめ問題や自己有用感   

・ 分かった、できた、達成感をもてる取組 

○ 児童理解 

  ・ 計画的な悩みアンケート、教育相談の実施（月１回） 

  ・ 児童の様子や変容などの観察・把握、情報交換 

  ・ 児童理解委員会の実施（毎月） 

○ 欠席３日以上の時は、家庭訪問を実施 

○ 人権教育、命の大切さの推進 

○ 家庭・地域と学校との連携・協力、相談体制の確立 

〇 スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーとの相談 

〇 いじめのサインを見逃さない 
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Ⅱ 

 

 

 

Ⅲ 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

 

 

Ⅴ 

 

 

Ⅵ 

 

 

いじめ・不登校等 

発覚 

   いじめ・不登校等については、早期発見に努める。子どもから

の情報や保護者からの連絡等により発覚する場合もある。 

 

  いじめ・不登校等の状況が認められた場合は、直ちに生徒指導 

 主事、教頭、校長に報告をする。 

 

 

   学級担任はいじめられた児童、いじめた児童双方や不登校児童 

に対し交友の実態、言い分、意識等について聴取し、その全容を 

明らかにする。その際、特にいじめられた児童の心情には気を配 

り、すべてを汲み取り理解していくよう最大の努力をする。 

 

    学級担任の報告を受け、いじめ・不登校等の実態の分析と考察 

 原因、今後の指導の在り方、全職員協力した指導体制、保護者へ 

  の連絡事項並びに協力要請等について協議する。 

 

    協議された指導事項に沿って、学級担任はもちろん、全職員並 

びに保護者等へも指導の協力要請をしていく。 

 

    市・県教育委員会、警察署、福祉・医療関係機関、地域など 

 校長の判断によって行う。 
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発見職員 

 

 

 

学級担任 

養護教諭 

 

 

学級担任及び 

全職員 

 

 

全職員 

保護者 

 

校長 

スクールカウンセラー 

スクールソーシャルワーカー 
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実態調査 

 

 

 

   

 

対策委員会(緊急) 

 

 

   

全職員及び保護者

への協力要請 

   

関係機関との 

連携・報告 

 

 

資料３ 

 


